
平成２４年７月九州北部豪雨について

平成２４年９月１１日

国土交通省 九州地方整備局

情報提供



降雨の概要①

1※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

７月１２日 ２：００ ７月１２日 ４：００ ７月１２日 ６：００

雨量レーダー

７月１２日の深夜から早朝にかけて、九州中部の熊本県から大分県にかけて強い雨域がかか
り、短時間に記録的な雨量となりました。



色見（国）

新町（国）

坊中（国）

内牧（国）

湯ノ谷（国）

立野（国）

西原（国）

熊本（国）

315

194

坊中

149143

色見

※既往最大はH2.7

※既往最大はH15.7

246

178

内牧

※既往最大はH2.7

260

156

湯ノ谷

※既往最大はS55.8

241

165

立野

※既往最大はH17.9

代継橋

■坊中雨量観測所

7月12日 3:00～6:00 315mm（3時間）

2:00～6:00 408mm（4時間）

※1時間雨量 124mm

※24時間雨量 517mm

降雨の概要②

白川上流域の阿蘇地方で記録的な降雨が発生し、国土交通省の坊中（ぼうちゅう）雨量観測所（熊本
県阿蘇市黒川）において、１時間雨量124ミリ、3時間雨量315ミリを記録したほか、他４観測所にて3
時間雨量において観測史上第１位の雨量を記録しました。
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水位の概要①
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水位
（m）

白川（代継橋水位観測所）における年最大水位比較図

はん濫危険水位 ５．０ｍ

※はん濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の
被害を生じるはん濫の恐れがある水位

観
測
史
上
第
１
位
を
記
録

※代継橋水位観測所 所在地：白川12.2km地点（熊本市紺屋今町） 零点高：Ｔ.Ｐ. 7.656m

平成２年７月２日
５．７８ｍ

昭和５５年８月３０日
５．８８ｍ（既往最高水位）

平成２４年７月１２日 10:30
ピーク水位 ６．３２ｍ

白川水系白川の代継橋(よつぎばし)水位観測所において、７月１２日の１０時３０分に観測史
上第１位の水位（６．３２ｍ）を記録しました。



水位の概要②

4

坊中(ぼうちゅう)雨量観測所において、７月１２日の１時から８時の７時間に４９２ミリ、
２時から６時の４時間に４０８ミリを記録し、白川の代継橋(よつぎばし)水位観測所の水位
は、観測史上第１位の水位を記録しました。
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水防団待機水位　2.50
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既往最高水位
S55年8月30日 8:00  5.88m

0 6 0

32

93

124

39

13
1

※既往最高水位更新

今回の洪水による最高水位
　7月12日 10:30   6.32m

はん濫注意水位 3.70

河川水位
（ｍ）

雨量
（mm/h）

２時間

４．０m↑

７月１１日 ７月１２日

しらかわ よつぎばし ぼうちゅう

白川水系白川 水位：代継橋水位観測所 雨量：坊中雨量観測所

4:10 0.84m

6:10 4.83m

（2時間で4mもの水位上昇）

492(1～8時)

408(2～6時)

（5:00～6:00）



一般被害の状況【国管理区間】①
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浸水区域面積 21.3 ha

家屋

床上浸水 102 戸

床下浸水 94 戸

計 196 戸
浸水区域

※浸水被害は国土交通省による
国管理区間の調査結果です。

龍
神
橋

子
飼
橋

明
午
橋

小
磧
橋

① ②

③④

⑤

⑥⑦

⑧

⑨

※速報値であり、今後の調査結果に
より変わる可能性もあります。

越水箇所



②

熊本市北区
龍田陳内４丁目

④

熊本市北区
龍田１丁目

①

小磧橋

③

熊本市北区
龍田１丁目

①

②

③ ④

白川

⑤

三協橋

⑤

（小磧橋～みらい大橋）

小磧橋

県管理区間

浸水面積 約１１０ｈａ

浸水戸数 全体７２４戸
床上４６０戸
床下２６４戸

本資料の数値は８月３１日現
在のものであり、今後の調査
で変わる可能性があります。

一般被害の状況【県管理区間】②（白川 熊本市）
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熊本県提供資料



みらい大橋

①

①
②

②

川手橋

③

③

一部床上浸水

④

上村橋

一部床上浸水

空港大橋

④

⑤

⑤ 一部床上浸水下戸橋

白川

全体８０戸
床上２８戸
床下５２戸

浸水戸数

約１００ｈａ浸水面積

本資料の数値は８月３１日現在のものであり、
今後の調査で変わる可能性があります。

一般被害の状況【県管理区間】②（白川 菊陽町） ※熊本県提供資料
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①

①

②

②

日暮橋

一部床上浸水

一部床上浸水

迫玉岡堰

③

③

一部床上浸水

内牧橋

黒川第三発電所

④

④

白川

本資料の数値は８月３１日現在のものであ
り、今後の調査で変わる可能性があります。

一般被害の状況【県管理区間】②（白川 大津町） ※熊本県提供資料
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全体３７戸
床上２０戸
床下１７戸

浸水戸数

約５０ｈａ浸水面積



①

①

②

②

③

③

④

④

ホテル

主要地方道県道２３号線）

内牧小学校

尾ヶ石東部小学校

宅地、農地が広い範囲で浸水

温泉病院

ホテル

至 白川

黒川

浸水面積 約２，０００ｈａ

浸水戸数 全体１，４９２戸
床上１，２９２戸
床下 ２００戸

本資料の数値は８月３１日現
在のものであり、今後の調査
で変わる可能性があります。

一般被害の状況【県管理区間】②（黒川 阿蘇市）
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熊本県提供資料



６．出水状況写真（白川水系白川）出水状況写真（白川）
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熊本市北区龍田陳内

国道３号（熊本北バイパス）上流付近の越水状況
（熊本県管理区間）7/12 10:30頃）

熊本市北区龍田陳内

国道３号（熊本北バイパス）上流付近の浸水状況
（熊本県管理区間）7/12 10:30頃）

泰平橋

11.0km

熊本市中央区本山

熊本市中央区細工町

熊本市街地中心部の流下状況（7/12  14:00頃）

熊本市中央区世安町

世安橋 新世安橋

10.0km

熊本市西区二本木

熊本市街地中心部の流下状況（7/12  14:00頃）



小磧橋下流右岸の越水状況（７／１２ ６：５６）

小磧橋下流右岸の越水状況（７／１２ １０：２５）

小磧橋下流右岸の越水状況（７／１２ １７：４３）

子飼橋下流右岸の浸水状況（７／１２ １１：４９）

熊本市中央区黒髪

熊本市中央区黒髪
熊本市中央区黒髪

熊本市中央区井川淵町

出水状況写真（白川）
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明午橋

大甲橋

明午橋上流の浸水痕跡（７／１２ １４：２９） 大甲橋下流の流下状況（７／１２ １１：３１）

藤崎宮付近の流下状況 （７／１２ １１：３０頃） 明午橋下流右岸の状況（７／１２ １０：４３）

熊本市中央区水道町

熊本市中央区井川淵町

熊本市中央区井川淵町 熊本市中央区新屋敷

出水状況写真（白川）
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大甲橋付近下流の流下状況（７／１２ １１：２９） 銀座橋下流右岸付近の水防活動状況（７／１２ １０：５７）

銀座橋上流左岸の浸水状況（７／１２ １１：３１）
白川橋付近の流下状況（７／１２ １１：０６）

熊本市中央区九品寺

白川橋

熊本市中央区下通

熊本市中央区中央街

出水状況写真（白川）
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新世安橋付近の流下状況（７／１２ １０：５９） 新世安橋付近の流下状況（７／１２ ７：２２）

蓮台寺橋付近の流下状況（７／１２ １１：２４） 熊本西大橋下流右岸付近の状況（７／１２ １１：０１）

熊本市西区上代

蓮台寺橋

新世安橋
新世安橋

出水状況写真（白川）
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出水状況写真（白川）

熊本市龍田陳内４丁目熊本市龍田１丁目

熊本市龍田陳内４丁目熊本市龍田１丁目

15

熊本県提供資料



出水状況写真（黒川）

尾ヶ石東部小学校

内牧小学校

温泉病院

ホテル

16

熊本県提供資料



出水状況写真（黒川）

ホテル
黒川右岸

跡ヶ瀬大橋

ごみ処理施設

阿蘇内牧地内
黒川左岸

洪水痕跡あり

阿蘇内牧地内
黒川左岸

17

熊本県提供資料



平成２４年７月九州北部豪雨と白川水系河川整備
計画について



河川整備計画における洪水による災害の発生防止又は軽減に関する目標

22.000km地点の整備断面図22.000km地点の整備断面図22.000km地点の整備断面図

白川4.200 km地点横断図（国管理区間）

掘削

築堤

◆洪水対策 
・ 阿蘇ブロック（立野から上流）：流出抑制効果のある遊水地の建設に取り組む。これにより、黒川流域のうち、阿蘇町と一の宮町（現

阿蘇市）において、H2 年 7 月 2 日洪水と同程度の洪水に対して家屋の浸水被害が生じないようにする。また、黒川と白川の合流点

下流の立野に洪水調節を目的とした立野ダムを建設し、黒川の遊水地の洪水調節効果とあわせて、立野ダムより下流側における

洪水のピーク流量を低減する。 

・ 中流ブロック（小磧
お ぜ き

橋から上流 9.4km の区間について）：市街部・下流ブロックにおける流下能力と同程度の 1,500m3/s とする。 

・ 市街部・下流ブロック（河口から小磧
お ぜ き

橋）：昭和 55 年 8 月 30 日洪水、平成 2 年 7 月 2 日洪水と同程度の洪水を安全に流すこととし

て、基準地点である代
よ

継
つぎ

橋地点での流量2,300m3/sを洪水調節施設で300m3/s調節し、2,000m3/sの流量が安全に流下できる河道

とする。 

◆対象期間 
・ 河川整備の当面の目標はおおむね 20～30 年 

◆実施内容 
・ 河道改修（※）＋立野ダム建設＋黒川遊水地（７箇所）建設 

 （※）河道改修とは、無堤及び小堤区間の築堤及び河岸掘削等である。 

白川22.000 km地点横断図（県管理区間）

白川水系河川整備計画の概要（白川水系河川整備計画の概要（H14.7H14.7策定）策定）

有
明
海

黒川

白川

立
野
ダ
ム

黒川
遊水地群

［2,300m3/s］
2,000m3/s

（市街部・下流ブロック）

■基準地点：代継橋

小磧橋から
上流9.4km

【県管理区間】【国管理区間】

（阿蘇ブロック）

【国管理区間】

【国管理区間】

【県管理区間】

【県管理区間】

19

1,500m3/s

（中流ブロック）

カッコ内の数字は、河川整備計画の目標流量
カッコが無い数字は、河川整備計画における河道整備の目標流量



平成２４年７月洪水と昭和５５年８月洪水及び平成２年７月洪水の雨量

20

洪水の流域平均雨量

洪水年月 2日雨量

昭和55年8月 ４１６mm

平成2年7月 ３７９mm

平成24年7月 ３９４mm

※基準地点代継橋から上流域の流
域平均雨量を記載。

※平成２４年７月の雨量データは、
速報値。

※流域平均雨量は、国土交通省及
び気象台の雨量計のデータから算
出。

昭和55年8月洪水及び平成24年7月洪水の流域平均雨量（代継橋上流）
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0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21

（
m
m
）

H24.7洪水

S55.8洪水

２日雨量
H24.7洪水：394mm
S55.8洪水：416mm

H24.7.11
S55.8.28

H24.7.11
S55.8.28

H24.7.11
S55.8.28

平成2年7月洪水及び平成24年7月洪水の流域平均雨量（代継橋上流）
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H24.7.11
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H24.7.11
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２日雨量
H24.7洪水：394mm
H2.7洪水：379mm



河川整備計画における施設整備の効果①
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○平成２４年７月洪水において河川整備計画の整備メニュー※が完成していた場合の基準地点代継橋の流量を推算し

た。

※「河川整備計画の整備メニュー」とは、平成１４年７月に策定した白川水系河川整備計画に記載された河川整備の実施内容

河川整備計画の整備メニュー完成時の推算流量（代継橋地点）

【検討条件】

○立野ダム：完成

○黒川遊水地群（７箇所）：完成

○河道断面：河川整備計画における築
堤や河道の掘削等の河道改修完成
後の断面

※１）実測流量は、暫定Ｈ－Ｑによる暫定値。

※２）河川整備計画策定時に使用した流出解析
モデルを使用。

※３）はん濫を考慮（流下能力以上の流量流下
時には、はん濫による貯留効果を考慮）。

（結果）

○基準地点代継橋を流下したピーク流量は、河川整備計画における河道整備の目標流量2,000m3/s以下となった。

0

500
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1500

2000

2500

3000

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 0

流
量

(
m3

/s
)

実測流量

整備計画完成時の推算流量

7/11 7/12



○平成２４年７月洪水において河川整備計画の整備メニュー※が完成していた場合の最高水位を推算した。
※「河川整備計画の整備メニュー」とは、平成１４年７月に策定した白川水系河川整備計画に記載された河川整備の実施内容

河川整備計画における施設整備の効果①

新世安橋付近

［10ｋ０００］

渡鹿堰付近

［16ｋ6００］

H24.7.12洪水時の水位

整備計画が完成していた場合

約75cm

立野ダムが完成していた場合

HWL約50cm 約85cm

整備計画が完成していた場合

立野ダムが完成していた場合

HWL

約40cm

約10cm
H24.7.12洪水時の水位

〔国管理区間〕 〔国管理区間〕

天端高
地盤高
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○平成２４年７月洪水において河川整備計画の整備メニュー※が完成していた場合の最高水位を推算した。
※「河川整備計画の整備メニュー」とは、平成１４年７月に策定した白川水系河川整備計画に記載された河川整備の実施内容

河川整備計画における施設整備の効果②

代継橋付近 ［12ｋ2００］ 大甲橋付近 ［13ｋ3００］

熊本市龍田陳内地区付近 ［18ｋ8００］ 熊本市龍田地区付近 ［21ｋ0００］

H24.7.12洪水時の水位

整備計画が完成していた場合

HWL

H24.7.12洪水時の水位

整備計画が完成していた場合

H24.7.12洪水時の水位

整備計画が完成していた場合

約1.1ｍ

〔県管理区間〕
〔県管理区間〕

〔国管理区間〕 〔国管理区間〕

地盤高
天端高

約1.0ｍ

約55cm
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HWL

H24.7.12洪水時の水位

整備計画が完成していた場合

約85cm


